











































































































































































































































































1 九左衛門 摂州佃村 平左衛門 12 20 240 120 10
2 孫右衛門 摂州佃村 平左衛門 12 20 240 120 10
3 八右衛門 摂州佃村 平左衛門 12 20 240 132 11
4 忠兵衛 （島内） 宇右衛門 10 20 200 110 11 名主地所
5 孫八 舟松町２丁目 弥次右衛門 5 20 100 50 10 　
6 作兵衛 本小田原町 清兵衛 5 20 100 50 10
7 忠左衛門 本小田原町 六左衛門 5 20 100 50 10
8 伝兵衛 拾軒町 甚左衛門 5 20 100 50 10
9 清兵衛 （島内） 加右衛門 5 20 100 45 9
10 住吉社地 ― 表8　裏6.3
北22




11 十兵衛 南伝馬町 長五良 4 20 80 25 6.1
12 忠兵衛 舟松町一丁目 伊右衛門 4 20 80 25 6.1
13 庄兵衛 （島内） 庄五郎 4 20 80 25 6.1
14 覚兵衛 （島内） 善兵衛 4 20 80 25 6.1






16 善兵衛 （島内） 五兵衛 4 20 80 25 6.1
17 吉右衛門 ― 4 20 80 25 6.1 居付地主
18 理兵衛 （島内） 茂兵衛 4 20 80 25 6.1
19 与一右衛門 本小田原町 四郎兵衛 4 20 80 25 6.1
20 平右衛門 ― 4 20 80 25 6.1 居付地主
21 善太郎 武州清沢村 善次郎 4 20 80 25 6.1










権兵衛 8 20 160 52 6.2
24 忠兵衛 舟松町２丁目 六左衛門 8 20 160 72 9
25 庄兵衛 ― 4 20 80 20 5 居付地主
26 清兵衛 ― 4 20 80 20 5 居付地主
27 七兵衛 南茅場町 八兵衛 4 20 80 20 5
28 治兵衛 本小田原町 五左衛門 4 20 80 20 5
29 次郎兵衛 南茅場町 庄左衛門 4 20 80 20 5
30 忠兵衛 本小田原町 五郎兵衛 4 20 80 20 5
31 市郎左衛門 本小田原町 藤兵衛 4 20 80 20 5
32 長右衛門 ― 4 20 80 20 5 居付地主
33 庄兵衛 本小田原町 久兵衛 4 20 80 20 5
34 甚右衛門 ― 4 20 80 20 5 居付地主
35 七兵衛 （島内） 次右衛門権右衛門 8 20 160 40 5
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が判明する。
　また、両国橋の下流右岸に、水戸様の屋敷と共に、２階建てと思しき御船蔵（向井兵庫殿・岡
田左太郎殿）が絵画的に描かれていることも貴重である。
　
五　江戸川における白魚漁の概要―「利根川白魚猟場御裁許絵図写」（伊藤）
　この絵図は、宝永６年（1709）におきた佃島と葛西の３か村（二之江村・長嶋村・下今井村）
との漁場紛争に関する裁許絵図の写し（写真７）である。絵図の法量は天地144.7cm・左右
74.6cmである。表には当時の利根川下流域すなわち現在の江戸川の河口域が描かれ、裏に宝永７
年（1710）８月25日付の勘定奉行・寺社奉行・町奉行の連名による裁許文の写し（写真８）が記
されている。また、裏の隅には「森家之印」の朱印が押されており、本来は、佃島の名主を務め
ていた森家で所蔵されていた絵図である可能性が高い。
　この宝永６年（1709）の漁場相論に関しても、すでに、『佃島と白魚漁業』において、絵図の
写しは掲載されていないが、その概要が紹介されている。すなわち、近世初頭においては江戸川
筋における白魚漁は、特権を有する佃島の独占場となっていたが、慶安２年（1649）に葛西３か
村から伊奈代官所への訴訟・申請により、従来、葛西の３か村の漁民が「ひび網」を建てていた
25町の場所に限り白魚漁が許可された。江戸川の流域においては、上流に位置する今井村から河
口までの50町のうち、葛西３か村の漁民に25町（２か所）、佃島の漁民に25町（３か所）と等分
に白魚の漁場が分けられ、それぞれの境目に「分木」（A～D）が建てられた。その後、60年ほ
写真７　「利根川白魚猟場御裁許絵図写」 写真８　絵図面裏の裁許文写
94
図３　「利根川白魚猟場御裁許絵図写」のトレース略図（田中麻衣作成）
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どの年月を経て、河口に新しい三角州ができたために、相論に及んだものである。
　この裁許絵図の写しには、当時においても、慣例で「利根川」と呼ばれていた現在の江戸川の
両岸が描かれ、左岸に漁場を分ける４本の杭（分木）が描かれている。最上流のA～B間の10町
は佃島の白魚漁場であり、次のB～C間の10町は葛西の３か村の、C～D間の10町は佃島の、そし
て、河口の15町は葛西の３か村の漁民の漁場であるとの記載がなされている。そして、河口に形
成された中洲にも杭（分木）Dが描かれており、この杭Dより河口の５町は佃島の猟場であると
の記載がなされている。さらに下流の波洗う河口の右岸には形成されつつある「三まひ洲（三枚
洲）」が、左岸には同様に「東高洲」と「西高洲」が描かれている（図３）。
　御裁許の結果、62年前に作成された古絵図のとおり、新しくできた河口の三角州の東の川を本
来の川筋として認定し、葛西漁民３か村の猟場であるとの裁許が下された。また、利根川（江戸
川）の支流であると認定された西の川は、従来どおり、両者の入会の漁場と決められた。
　この裁許絵図写では、佃島と葛西漁民３か村の猟場の詳細が判明することはもとより、利根川
の銚子への東遷以後も、江戸川が慣例的に「利根川通」と呼ばれていたことが判明する点も貴重
である。また、その「利根川通」の両岸が葦の生い茂る河原であり、河口に新たな洲が形成され
つつある宝永７年（1710）の状況が描かれている意味からも、貴重な絵図であると判断されよう。
六　墨田川における白魚漁の概要―「大川端、佃島網掛け場絵図面」（田中）
　この絵図は、四章で論じた元禄４年（1691）
における隅田川河口域における白魚漁の「建網」
の設置場所を描いた絵図と同様に、後年になり、
再度、相論が再燃し、その決着をみて描かれた
と想定される、白魚の「建網」の設置場所が描
かれた絵図の写し（写真９）である。絵図の法
量は、天地70.7cm・左右176.5cmである。裏で
はなく、絵図の表面の隅に「森家之印」の朱印
が押されており、この絵図も、本来は佃島の名
主を務めていた森家の所蔵であったと想定され
る。
　上で述べた元禄４年（1691）の他にも、延享
３年（1746）と宝暦８年（1758）の両年に大き
な漁場相論が起こされており、この絵図は、延
享３年（1746）の相論に関する絵図である可能
性が高いと想定されよう。
　絵図（図４）で描かれているのは、四章で紹
介した絵図と同範囲であり、描かれた内容も酷
似している。ただし、異なる点も存在している。
まず、建網の位置と数は同じく描かれているものの、建網の横に網の数や間数などを示す詳細な
写真９　「大川端、佃島網掛け場絵図面」
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図４　「大川端、佃島網掛け場絵図面」のトレース略図（田中麻衣作成）
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説明が書き加えられている四章の絵図とは異なり、建網の絵のみが描かれている。次に、四章の
絵図では両国橋のみが描かれているが、本絵図では両国橋のほか、新大橋と永代橋が描かれてい
る。新大橋は元禄６年（1693）、永代橋は元禄11年（1698）に新たに架橋されている。ただし、
描かれている３つの橋は、四章で描かれている両国橋のようには、材質が描き分けられてはいな
い。
　また、中嶋町から永代嶋八幡宮に沿って細長く越中嶋が描かれている。他に、浪除と記載され
た岩場は、四章の絵図で描かれている上柳原町、南本郷町、川口町沿いに設置されているものは
同じであるが、その他に佃島の南側にも描かれている違いがある。これは、「佃島沽券図写し」
でも岩場が描かれていることを踏まえると、その後の変化も踏まえて、四章の絵図より詳細に描
かれている。そして、河口付近の砂洲の御濱御殿近くの川中には、建網の他に杭が２本（AとB）
が描かれているが、この杭は浜御殿前の浅海域を示す御留杭と考えられる。
七　まとめ（伊藤）
　本稿は、新出の「佃島」関連の近世の絵図４枚に関して、その紹介も兼ねて基礎的な研究をお
こなったものである。その成果は、以下のようにまとめることが可能であろう。
　まず、正保元年（1644）に隅田川（大川）の河口の約100間四方を埋め立てて造成された特権
漁民の島であった佃島には、舩杉氏が紹介された延宝５年（1677）と貞享２年（1685）年の伊勢
神宮の御師による「江戸・関東御祓配帳」の一次史料により、佃島の築造から約30年から40年を
経た後においても、約470人もの多くの漁民たちが居住していることが判明した。特に、貞享２
年（1685）の史料によれば、佃島の名主である佃 忠兵衛をはじめとして、「佃島網衆」と「大和
田網衆」に明確に書き分けられており、全体として約470人の「佃島惣中」を結成していたこと
も明らかとなった。さらに、名主である佃 忠兵衛の他に、15名の「佃島組頭衆」と５名の「大
和田網組頭衆」のもと、約400名もの「平之衆」の漁民と、２名の「定使」が居住していたこと
も判明した。ただし、史料に散見される母村である摂津国の佃村・大和田村との間を、近世中期
の明和年間（1764～1772）まで毎年交替していたとの伝承を検証する課題がなお残されている。
　次に、三章では、新出の「佃島地わり」絵図を検討した。この絵図は、従来、佃島の研究を行
う場合必ず参照され、基本となされてきた金子家所蔵の宝永７年（1710）に作成された「佃島沽
券絵図控」と同様に、同年に作成された「森家之印」の朱印を有する佃島の名主であった森家旧
蔵の宝永７年（1710）の「佃島沽券絵図」の「写し」であることが判明した。
　この絵図によれば、坪数も広い１から３筆目は摂津国の佃村に居住している３名の名前が記載
され、４筆目には佃島の名主である佃 忠兵衛の地主名が記載されている。佃島の築造から66年
を経てもなお、佃島を築造した草創期に由来する人々の本拠地が母村である摂津国の佃村にある
ことを示す貴重な絵図であると判断される。
　また、同絵図には、名主である佃 忠兵衛の居住地所に「明治三拾九年三月　佃島十五番地　
吉田半次郎乃地」と記載された和紙が添付されており、旧名主家が明治末年に島外に転出した後
に、当該地の地権者となった吉田家が新たに添付し、本絵図をはじめとして、縁故関係にあった
吉田家に旧名主家に所蔵されていた絵図群が託されたものと想定される。
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　四章から六章で紹介・検討を加えた隅田川と中川・利根川（現在の江戸川）の各絵図も、すで
に、『佃島と白魚漁業』において簡潔にその概要が述べられているが、絵図として紹介されたの
は管見の範囲においては初めてであり、貴重な情報が描かれていることは各章において論じた通
りである。さらに検討を深める必要があることは多言を要さない。本稿は、そのための、ささや
かな各絵図の紹介と基礎的な検討をおこなったものである。
　付記　　本稿を、謹んで、故・吉田喜代太郎氏のご霊前に献呈させていただきます。
　　　　また、この度、貴重な紹介の機会を与えていただきました奥様の吉田静子様と、
　　　　佃嶋門徒講の皆様にも、心からのお礼を申し上げます。
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文二年壬寅 篤行院釋久西居士 四月四日享年九十有四歳」）が陰刻されており、向かって右側面と左
側面には、開祖の事績と遺徳を称える銘文が陰刻されている。
20）前掲３）。
伊藤（史学科・教授）
増山（中央区教育委員会・総括文化財調査指導員）
田中（新制57回卒業生・横浜訓盲学院教諭）
